

















Survey on the Cycling Behavior of Elementary School Students
—Relationship between Daily Life Behavior and Traffic Behavior—
Shunji TANIGUCHI and Yoshio TANIGUCHI
  Bicycle users are increasing and traffic accidents caused by bicycles are 
recognized as a serious social problem. The number of traffic accidents during 
cycling is large in the ages of elementary, junior high and high school students. The 
authors have reported the relationship among understanding traffic laws, cycling 
behavior and daily life behavior from a survey for junior high and high school 
students. In this paper, the results from the upper grades of elementary school 
students are reported. The analysis showed that their attitude on traffic behavior, 
understanding of traffic laws and cycling behavior after a traffic safety class are 
related to each other regarding safety, and that they are strongly related to the social 
desirability of behavior in daily life.








































































































































n ％ n ％
１． あなたはおうちの人と交通安全について話すこ
とがありますか。（親と会話） 171 30.3 393 69.7 2.68 1.53
２． あなたは，自転車に乗るときも交通ルールを守

















426 75.1 141 24.9 4.43 1.62
２． あなたは，「ありがとう」や「ごめんなさい」
と言うようにしていますか。（お礼反省） 520 92.5 42 7.5 5.15 1.04
３． あなたは，水や電気のムダづかいをしないよう



























誤答 １． 右側を走らなければならない。 96 17.0
正答 ２． 左側を走らなければならない。 373 66.0
誤答 ３． 右側，左側のどちらを走ってもよい。 21 3.7




誤答 １． 自転車は止まらなくてもよい。 28 5.0
正答 ２． 自転車も，止まらなければならない。 492 87.1
？ ３． わからない。 45 7.9
３． 自転車で踏み切りをわたるとき，次のう
ちどれが正しいですか。
誤答 １． 自転車に乗ったままわたる。 65 11.5
正答 ２． 自転車から降りて，押してわたる。 384 67.7
誤答 ３． 自転車は乗ったままでも降りて押してもどちらでもよい。 78 13.8





誤答 １． もうすぐ信号が赤に変わるので，自転車は急いでわたらなければならない。 89 19.5
誤答 ２． 青信号のときと同じようにわたってよい。 27 5.9
正答 ３． もうすぐ信号が赤に変わるので，わたらずに手前で止まらなければならない。 329 72.2





正答 １． 自転車も止まらなければならない。 344 75.4
誤答 ２． 自転車は安全であれば止まらなくてよい。 88 19.3
？ ３． わからない。 24 5.3
Table 4　交通安全教室後の自転車運転行動についての記述統計




１． ずっと前からスピードは出していない。 109 19.3
２． 前よりもスピードを出さなくなった。 232 41.1
３． スピードを出さないようにしなければならない
と思っているが，なかなか実行できていない。 141 24.9
４． スピードは落とさなくてもよいと思っている。 47 8.3




１． ずっと前からしている。 225 39.8
２． 前よりもするようになった。 214 37.8
３． しなければならないと思っているが，なかな
か実行できていない。 77 13.6
４． しなくてもよいと思っている。 31 5.5







性別 乗車頻度 挨拶 お礼反省 環境意識
男　女 長　短 有　無 有　無 有　無
１． あなたはおうちの人と交通安全について話すことが
ありますか。（親と会話） ＜＜ ―＜ ＞＞ ＞＞ ＞＞
２． あなたは，自転車に乗るときも交通ルールを守るこ
とが大切だと思いますか。（法令遵守） ＜＜ ＜＜ ＞＞ ＞＞ ＞＞
３． あなたは，自転車に乗っているとき，クルマや人と
ぶつかりそうになることがありますか。（衝突危険） ＜＜ ＜＜ ＞ ＞＞ ＞＞
注　 分散分析は，性別，乗車頻度，挨拶，お礼反省，環境意識の質問項目を独立変数とし，交通に関する経験
についての質問項目を従属変数とした。表中の有意水準は，>>, << は p < .01，>, < は p < .05，> ‒, ‒ < は




















で通るとき，正しいのはどれですか。 ＜＜ －＜ ＞＞ ＞＞ ＞＞ ＞＞ ＞＞
３． 自転車で踏み切りを渡るとき，正しい

















































*** p < .001
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